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特
集

認知症の人とその家族が
安心して暮らし続けられる地域づくり
　現在わが国において、65歳以上の約７人に１人が認知症と見込まれています。今後、急激に進む
高齢化を背景に、認知症は誰もがなり得るものであり、多くの人にとって身近なものとなっています。
　こうした中、認知症になったとしても、できる限り住み慣れた地域のよい環境で、自分らしく
暮らし続けることができるまちづくりが求められています。
　今回の特集では、有識者より、認知症社会を支えるための施策などについてご寄稿いただくと
ともに、認知症になっても希望や権利が守られ、安心して暮らせるための各種施策を進める都市
自治体の具体的な事例をご紹介します。

寄稿 1
認知症の人とその家族が安心して暮らし続けられる地域づくり
─認知症施策推進大綱を生かす─
東京都健康長寿医療センター　理事長　鳥羽研二

寄稿 2
志木市の成年後見制度の支援と
市民の笑顔があふれる体制づくり
志木市長　香川武文

寄稿 3
京都市の若年性認知症の人と
家族を支える取り組みについて
京都市長　門川大作

寄稿 4
「日本一住みやすいまち・久留米」を目指して
〜認知症になっても安心して暮らせるまちづくりの取り組み〜
久留米市長　大久保　勉
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1寄稿

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り　

─
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
を
生
か
す
─

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー　

理
事
長　

鳥と

ば羽
研け

ん
じ二

　
幅
広
い
概
念
で
認
知
症
予
防
を
捉
え
る

　

２
０
４
０
年
に
は
３
人
の
働
く
人
が
１
人
の
認

知
機
能
低
下
者
を
支
え
る
「
認
知
症
社
会
」
と
も
呼

ぶ
べ
き
時
代
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
の
認
知
症
関
連
閣
僚
会
議
で
は
「
予
防
と
共

生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
し
い
施
策
を
検
討
し
、
令

和
元
年
６
月
18
日
に
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
を
策

定
し
た
。
ま
た
、
超
党
派
で
認
知
症
基
本
法
案
の

策
定
に
向
け
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

　

予
防
に
関
し
て
は
、
認
知
症
予
防
は
、
一
般
的

に
は
「
か
か
ら
な
い
」
と
い
う
一
次
予
防
と
捉
え
が

ち
で
あ
る
が
、
徐
々
に
進
行
し
て
、
年
齢
と
と
も

に
指
数
関
数
的
に
増
え
る
認
知
症
で
は
、「
先
送
り
」

「
悪
化
予
防
」「
穏
や
か
に
」「
共
生
」
と
い
っ
た
幅
広

い
概
念
で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
一

丁
目
一
番
地
と
し
て
記
載
す
る
こ
と
を
全
員
一
致

で
答
申
し
、
大
綱
の
最
初
の
「
基
本
的
考
え
方
」
に

採
用
さ
れ
た
。

認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
、
希
望
を
持
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る

社
会
を
目
指
し

認
知
症
の
人
や
家
族
の
視
点
を
重
視
し
な
が

ら｢

共
生｣

と｢

予
防｣

※
１
を
車
の
両
輪
と
し
て

施
策
を
推
進

※
１  「
予
防
」
と
は
、「
認
知
症
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味

で
は
な
く
、「
認
知
症
に
な
る
の
を
遅
ら
せ
る
」「
認
知

症
に
な
っ
て
も
進
行
を
穏
や
か
に
す
る
」と
い
う
意
味

　
認
知
症
有
病
率
に
変
化
が
見
え
始
め
る

　

そ
の
一
方
で
、
一
次
予
防
に
関
し
て
は
、
本
邦
の

認
知
症
有
病
率
は
今
後
も
増
加
す
る
と
さ
れ
、
減
少

し
始
め
た
欧
米
の
デ
ー
タ
の
中
で
特
異
で
あ
っ
た
。

し
か
し
最
近
の
デ
ー
タ
は
、
本
邦
で
も
認
知
症
有
病

率
に
変
化
が
見
え
始
め
て
い
る
。

　

特
に
、
全
国
的
に
調
査
さ
れ
た
介
護
保
険
の
認
知

症
自
立
度
Ⅱ
以
上
の
明
確
な
認
知
症
の
有
病
率
が
、

過
去
３
年
間
（
平
成
27
年
〜
平
成
30
年
）
に
お
い
て
、

図1  認知症の発症率、有病率に関する国際比較

(Prince et al. (2016) Alzheimers  Res. Ther. 8, 23)

USA 1991 〜 2002 -5.5% ／年 Indianapolis Afro American 65 
or over

1980 〜 2006 -1.7% ／年 Framingham 60 or older

France 1988 〜 1999 -3.8% ／年 Bordeaux 65 or over

1999 〜 2010 -3.5% ／年 Bordeaux 65 or over

Netherland 1990 〜 2000 -2.5% ／年 Rotterdam 60 〜 90

Germany 2004 〜 2010 -3.0% Insurance Claim data 65 〜

Canada 2002 〜 2013 -0.6％ Health Insurance Plan

Chicago 1997 〜 2007 no trend

Sweden 1988 〜 2002 no report (stable prevalence and survival 
increase)
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94
歳
ま
で
減
少
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
例
え
ば
70
代
で
、
認
知
症
に
よ
り
生
活
自
立
が

必
要
に
な
る
確
率
が
低
下
し
始
め
た
こ
と
を
意
味
す

る
、
明
る
く
か
つ
画
期
的
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
し
か

し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、Fram

ingham
 Study

の

30
余
年
に
わ
た
る
縦
断
研
究
に
お
い
て
、
認
知
症
の

発
症
率
が
40
％
も
低
下
し
た
こ
と
や
、
米
国
な
ど
海

外
で
の
有
病
率
の
低
下
の
報
告
を
な
ぜ
か
報
道
し
て

い
な
い
。

　

介
護
保
険
の
デ
ー
タ
で
も
、
面
倒
を
見
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
認
知
症
の
人
の
割
合
が
94
歳
以
下
で
は

３
年
間
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
、
安
心
に
つ
な
が

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
認
知
症
予
防
に
数
値
目
標
が 

　
設
定
さ
れ
る

　

今
ま
で
、
認
知
症
の
国
全
体
の
疫
学
研
究
を
定
期

的
に
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
国
の
責
任
は
重
大
で
あ

る
。
絶
対
数
で
増
え
る
こ
と
ば
か
り
が
喧
伝
さ
れ
、

若
者
は「
認
知
症
に
な
り
た
く
な
い
」「
安
楽
死
を
」な

ど
と
い
う
極
端
な
認
知
症
に
対
す
る
偏
見
を
助
長
し

て
い
る
。

　

今
回
、
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
で
は
予
防
に
つ

い
て
、

『
運
動
不
足
の
改
善
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
等
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
、
社
会
参
加
に
よ
る
社
会
的
孤
立

の
解
消
や
役
割
の
保
持
等
が
、
認
知
症
の
発
症
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
予
防
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
収

集
・
普
及
し
、
正
し
い
理
解
に
基
づ
き
、
予
防
を
含

め
た
認
知
症
へ
の
「
備
え
」
と
し
て
の
取
組
を
促
す
。

結
果
と
し
て
70
歳
代
で
の
発
症
を
10
年
間
で
１
歳
遅

ら
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
発
症
や

進
行
の
仕
組
み
の
解
明
や
予
防
法
・
診
断
法
・
治
療

法
等
の
研
究
開
発
を
進
め
る
』

と
い
っ
た
、
参
考
指
標
な
が
ら
、
数
値
目
標
が
入
っ

た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

　

そ
も
そ
も
人
間
の
脳
に
は
銀
河
と
同
じ
だ
け
の
神

経
細
胞
が
あ
り
、
脳
の
中
に
宇
宙
が
あ
る
と
言
っ
て

脳（のう、なづき）
神経細胞（ニューロン）

大脳におけるニューロンの数
　　男性　2.28×1010

　　女性　1.93×1010

１つのニューロンの情報処理能力
　　2×105ビット
全脳の情報処理能力
　　4×1015ビット

銀河の星の数
1〜4×1010

最先端パソコン
64ビット

図3  認知症の予防戦略

図2  認知症自立度Ⅱ以上の人の割合推移

図4  人間の脳の性質

危険因子
の軽減

薬剤早期投与
治験中
（苦戦）

脳小血管病
（白質病変）
動脈硬化

生活習慣病、難聴
運動、栄養など

教育、精神活動、
社会活動など

脳の予備能

アルツハイマー
病理

脳血管病変

59
歳以
下

70%

■ 平成27年 ■ 平成30年

女性

60%

50%

40%

30%
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10%
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～6
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～7
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*介護保険データベースの要介護認定データを用いて算出。データ提出等が義務化されたのは平成30年4月からであり、以前はすべての保険者がデータベースにデータを送信してい
なかった（平成28年に送信していた保険者は約86％）ため、平成27年と30年の値の直接比較は困難。
・集計にあたって、項目は介護認定調査員による「認知症高齢者自立度」を使用。
・1名の被保険者あたり1件に絞り込む処理を行っているが、（集計の対象とする時点以前に）死亡したにも関わらず死亡申請を行わなかった場合にはそのことが把握できずカウントされて
しまう、また認定申請日は集計の対象とする時点以前だが認定有効期間の開始日が集計の対象とする時点以降になっている場合に当該データは集計対象外となる、等の留意点がある。

平成27年から30年にかけての変化
認知症自立度Ⅱ以上の方の人数合計：約376万人　→　約406万人
65歳以上人口：約3394万人　→　約3560万人

性・年齢階級別認知症自立度Ⅱ以上の割合推移は、介護認定者しか捕捉できない点等に留意し
他統計とも併用することで認知症予防取組の指標として有用であると考えられる。
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も
よ
い
。
一
部
の
惑
星
系
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
も

残
さ
れ
た
豊
か
な
領
域
に
よ
り
、
人
ら
し
く
生
き
る

こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
り
、
生
活
習
慣
の
工
夫
に

よ
っ
て
35
％
の
認
知
症
が
予
防
で
き
る
ゆ
え
ん
で
も

あ
る
。

　
共
生
施
策
で
問
わ
れ
る
の
は 

　
ま
ち
づ
く
り
の
中
身

　

一
方
、
共
生
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
ス
ロ
ー

ガ
ン
だ
け
で
、
具
体
的
施
策
は
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

「
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」な
ど
、
福
祉
的
施
策
の
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
指
標
が
大
半
で
あ
っ
た
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
は
、
地
方
行
政
に
一
任

さ
れ
て
い
た
。
県
レ
ベ
ル
で
は
、
愛
知
県
で
は
平
成

29
年
９
月
に「
あ
い
ち
オ
レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
構
想
」が
策

定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
愛
知
県
大
府
市
の
「
大
府
市

認
知
症
に
対
す
る
不
安
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
」（
平
成
29
年
12
月
）、
神
戸
市
の「
神
戸
市
認
知
症

の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」（
平
成
30
年
４

月
）が
相
次
い
で
制
定
さ
れ
、「
ま
ち
づ
く
り
の
中
身
」

が
次
第
に
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

大
府
市
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に
加

え
、「
あ
い
ち
オ
レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
構
想
」
に
基
づ
き
、

「
じ
ぶ
ん
ご
と
」と
し
て
認
知
症
対
策
に
取
り
組
む
企

業
や
大
学
と
連
携
し
、
認
知
症
に
理
解
の
深
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
内
に
あ
る
国

立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
と
も
共
同
で
、「
大
府

市
認
知
症
不
安
ゼ
ロ
作
戦
」
と
い
う
取
り
組
み
も
推

進
し
て
い
る
。

　
「
認
知
症
施
策
推
進
の
た
め
の
有
識
者
会
議
」
で

は
、
大
府
市
の
オ
レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
、
各
職
能
団
体
の
参
加
者
か
ら
の
「
じ
ぶ
ん
ご
と

と
し
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
発
表
の
様
子
を
座
長
か
ら
紹
介
し
た
の
も
契
機

と
な
り
、
各
省
庁
の
ト
ッ
プ
が
認
知
症
施
策
大
綱
に

資
す
る
各
省
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
綱
の
中
で
も
関
係
省
庁

が
、
所
管
の
対
象
に
啓
発
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

　
「
自
分
の
親
、
友
人
、
い
ず
れ
自
分
も
」と
い
っ
た

意
識
変
容
の
中
で
の
立
案
の
集
合
が
得
ら
れ
た
意
義

は
大
き
い
。
こ
れ
ら
は
、
本
年
秋
に
も
審
議
さ
れ
る

「
認
知
症
基
本
法
案
」
で
も
ベ
ー
ス
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
生
か
す
の
は
、
大
府
市
、
東
京
都
板
橋
区

高
島
平
な
ど
で
始
ま
っ
た
「
認
知
症
共
生
社
会
の
ま

ち
づ
く
り
」
が
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。
市
の
果
た
す
役

割
に
一
層
期
待
し
て
い
る
。

参
考
資
料
：
認
知
症
施
策
推
進
大
綱 w

w
w

.m
hlw

.go.jp/
content/000522832.pdf

図6  認知症啓発活動の主な対象者、関係省庁

図5  「あいちオレンジタウン構想」におけるまちづくりイメージ図

主な対象者 関係省庁

小売業従業員

厚生労働省

農林水産省・経済産業省

金融機関従業員 金融庁

公共交通機関従業員 国土交通省

公民館職員、図書館職員 文部科学省

消費生活相談員等 消費者庁

刑務官 法務省

警察職員 警察庁

子供・学生 文部科学省
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志
木
市
の
成
年
後
見
制
度
の
支
援
と

市
民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
体
制
づ
く
り

2寄稿

志し

き木
市
長（
埼
玉
県
）　　

香か
が
わ川
武た

け
ふ
み文

　
は
じ
め
に

　

志
木
市
は
、
埼
玉
県
南
西
部
に
位
置
し
、
面
積

は
９
・
05
㎞
と
、
県
内
で
は
２
番
目
に
小
さ
な
市
で
、

昭
和
45
年
に
市
制
を
施
行

し
た
。
市
の
中
心
に
は
新

河
岸
川
と
柳
瀬
川
、
東
側

に
は
荒
川
と
、
三
つ
の
川

が
志
木
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

な
っ
て
お
り
、
歴
史
的
に

は
舟
運
で
栄
え
た
商
業
都

市
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
40

年
頃
か
ら
は
都
心
ま
で
20

分
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
か
ら
、
住
宅
都
市
と
し

て
発
展
し
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
の
駅
前
再
開
発
以
降

は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が

多
く
建
設
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
現
在
も
人
口
は
微

増
傾
向
に
あ
る
。

　

市
の
人
口
約
７
万
６
０
０
０
人
に
対
し
て
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
約
１
万
９
０
０
０
人
と

な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
率
は
24
・
５
％
と
埼
玉
県
の

平
均
よ
り
は
低
め
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
埼
玉
県
は
全
国
で
最
も

高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
、
本
市
の
将
来
人
口
推
計

に
お
い
て
も
、
平
成
27
年
と

15
年
後
の
令
和
12
年
を
比
較

す
る
と
、
75
歳
以
上
の
人
口

は
約
１
・
６
倍
に
急
増
す
る

と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
全
国
１
６
８
２

市
区
町
村
の
中
で
上
位
か
ら

１
９
２
番
目
の
伸
び
率
で
あ

り
、
今
後
も
伸
び
率
は
高
い

水
準
で
推
移
す
る
と
と
も

に
、
近
隣
市
の
中
で
も
上
位

に
な
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
成

年
後
見
制
度
へ
の
ニ
ー
ズ

は
、
今
後
も
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
中
で
、
認
知

症
や
親
亡
き
後
の
障
が
い
者
の
急
増
な
ど
の
課
題

に
対
応
し
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
、
本
市
で
は

平
成
29
年
３
月
に
、
全
国
初
と
な
る
「
志
木
市
成
年

後
見
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
条
例
」
を
制

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
て

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ま
ず
、
平
成

29
年
６
月
に
、
条
例
に
基
づ
く
「
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
審
議
会
」
を
設
置
し
、
同
審
議
会
で
の
検
討

を
経
て
、
平
成
30
年
４
月
に
第
１
期
と
な
る
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
条

例
に
明
記
し
た
こ
と
に
対
応
し
、
そ
れ
ま
で
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
た
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
を
終
了
し
、
平
成
30
年
４
月
に
「
後
見

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
を
市
の
組
織
機
構
に
位

置
付
け
、
国
の
示
す
親
族
へ
の
支
援
機
能
等
を
拡

志木市成年後見制度利用促進審議会の会議風景
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充
さ
せ
て
、
直
営
の
中
核
機
関
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
本
市
の
成
年
後

見
制
度
利
用
促
進
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
市
が

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
機
関
と
し
て
の

役
割
を
担
う
こ
と
で
、
特
に
家
庭
裁
判
所
と
の
新

た
な
連
携
と
い
っ
た
面
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
国
や
多
く
の
自
治
体
か
ら
も
高

い
関
心
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
、
他
の
計
画
と
の
連
動
性
を
高
め
、

成
年
後
見
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
を
よ
り
一
層

推
進
し
て
い
く
た
め
、
令
和
２
年
４
月
に
策
定
し

た
第
２
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉

計
画
と
一
体
で
策
定
し
て
い
る
。

　

本
市
の
成
年
後
見
制
度
の
体
制
構
築
に
当

た
っ
て
は
、
家
庭
裁
判
所
を
は
じ
め
と
し
た
法

律
専
門
職
等
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

で
に
な
か
っ
た 

“
司
法
と
福
祉
の
連
携
” 

を
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
て
き
た
。
も
ち
ろ

ん
、
条
例
が
な
け
れ
ば
成
年
後
見
制
度
の
利
用

を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援
を
充
実
す
る

こ
と
が
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
生
活
基
盤
の

安
定
に
直
結
す
る
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
支
援
に
携
わ
る

関
係
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
意
味
か

ら
も
、
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
、
成
年
後
見

制
度
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
大
き
な
エ
ン
ジ

ン
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
た
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
平
成
24
年
か
ら
市
民
後
見

人
の
養
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
令
和
元
年

６
月
に
は
関
東
以
北
で
初
め
て
と
な
る
、
裁
判

所
の
直
接
選
任
に
よ
る
監
督
人
を
置
か
な
い
市

民
後
見
人
が
誕
生
し
、
現
在
は
７
人
目
の
市
民

後
見
人
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

市
民
後
見
人
の
養
成
に
当
た
っ
て
は
、
実
習
な

ど
実
務
研
修
の
充
実
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

「
権
利
と
利
益
を
市
民
と
と
も
に
守
る
福
祉
の
ま
ち

志
木
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
た
「
後
見
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
記
念
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
す
る
な
ど
、
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
や
、
市
民
後
見
人
の

皆
さ
ん
の
地
域
貢
献
の
積
み
重
ね
が
、「
市
民
力
」

の
大
き
な
う
ね
り
へ
と
波
及
し
、
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
生
か
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
徐
々
に
そ
の
手
応
え
を
感
じ
て
も
い
る
。

　
普
及
啓
発
と
利
用
者
支
援

　

平
成
30
年
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
認
知
症
等
の
た

め
権
利
行
使
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る

方
の
総
資
産
は
、
全
国
で
１
４
３
兆
円
で
あ
り
、

２
０
３
０
年
に
は
２
０
０
兆
円
に
も
上
る
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
必
要
な

人
に
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
が
行
き
わ

た
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
健
康
で
あ
る
時
期

か
ら
成
年
後
見
制
度
を
知
っ
て
も
ら
い
、
制
度
の

利
用
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
普
及
啓
発

が
重
要
と
な
る
。
ま
た
一
方
で
、
制
度
の
不
正
利

用
防
止
と
い
っ
た
適
切
な
利
用
者
支
援
も
不
可
欠

で
あ
り
、
双
方
の
仕
組
み
づ
く
り
を
並
行
し
て
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
近
年
で
は
福
祉
分
野
に
お
け
る
相
談

が
多
様
化
・
複
合
化
し
、
一
つ
の
窓
口
で
は
解
決

に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市民・地域
制度理解や相談、地域での見守り等

家庭裁判所
後見等の審判、制度手続き・普及等

民間・企業等
制度理解や支援窓口へのつなぎ等

連携・協力 連携・協力行政
■中核機関

家庭裁判所や県との情報連携、
全体のコーディネート等

■審議会
計画の進捗管理・評価

■協議会
制度に関する普及や

中核機関との支援策の共有等

■チーム・後見人
後見人の活動等、
被後見人の見守り等

■後見ネットワークセンター
相談・支援、市民後見人養成、

後見候補者調整、包括などとの連携等

●一次相談機関
　地域包括支援センター
　障がい者等相談支援事務所
●事業者等
　法人後見、後見専門職等

図  成年後見制度の利用に関する地域連携ネットワークの全体イメージ
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特集　認知症の人とその家族が安心して暮らし続けられる地域づくり

例
え
ば
、
障
が
い
の
あ
る
子
を
抱
え
な
が
ら
、
自

身
も
高
齢
と
な
り
先
行
き
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

ケ
ー
ス
や
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
が
認
知
症
を

発
症
し
、
仕
事
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
結
果
、

生
活
が
困
窮
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
困
難
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
一
体
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
中
、
ど
の
窓

口
に
相
談
す
べ
き
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
も
発
生
し
て
い
る
た
め
、
複
雑
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
し
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て

　

そ
こ
で
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
支
援
を
行
う

「
後
見
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」の
体
制
づ
く
り
を

契
機
に
、
さ
ら
に
生
活
困
窮
に
係
る
相
談
を
担
う

「
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
」、
そ
し
て
障
が
い
者
か
ら
の

相
談
と
と
も
に
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
な
ど
に

対
し
て
専
門
的
な
支
援
や
助
言
を
行
う
「
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
セ

ン
タ
ー
機
能
を
集
約
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
縦
割

り
で
は
な
く
、
一
体
的
に
支
援
で
き
る
体
制
を
構
築

し
て
い
く
予
定
だ
。

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
画
一
的
な
支
援

を
行
う
の
で
は
な
く
、
常
に
市
民
の
立
場
に
立
ち
、

支
援
が
必
要
な
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
合
わ
せ
た

的
確
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
で
の
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
、
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で

は
あ
る
が
、
今
後
も
、
成
年
後
見

促
進
法
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
市
が
直
営
の
中
核
機
関
と

し
て
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、

市
民
や
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
権
利

と
利
益
を
守
り
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進

め
る
こ
と
で
、
本
市
の
取
り
組
み

を
全
国
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
施
策
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

志木市後見ネットワークセンター記念講演会・シンポジウムの開催

市民後見人養成講座受講の様子
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3寄稿

京
都
市
の
若
年
性
認
知
症
の
人
と

家
族
を
支
え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
は
じ
め
に

　

京
都
市
で
は
、
第
７
期
京
都
市
長
寿
す
こ
や
か
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
個
人
の
尊

厳
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
症
状
に
早
く
「
気
づ
き
」、

相
談
支
援
機
関
や
医
療
機
関
に
適
切
に
「
つ
な
ぎ
」、

そ
し
て
地
域
社
会
全
体
で
当
事
者
や
家
族
を
「
支
え

る
」、
三
つ
の
視
点
を
軸
と
し
て
、
市
民
の
認
知
症

へ
の
理
解
促
進
や
、
当
事
者
や
そ
の
家
族
へ
の
直
接

的
な
支
援
の
ほ
か
、
関
係
機
関
や
専
門
職
の
対
応
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
研
修
の
実
施
等
と
い
っ
た
間

接
的
な
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
る
。

　「
気
づ
き
・
つ
な
ぎ
・
支
え
る
」 

　
認
知
症
施
策
の
推
進

　

平
成
28
年
度
以
降
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
そ

の
家
族
に
早
期
に
関
わ
り
、
受
診
勧
奨
や
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
至
る
ま
で
の
支
援
を
実
施
す
る
「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
の
設
置
を
進
め
て
お

り
、
現
在
、
市
内
８
カ
所
の
医
療
機
関
に
チ
ー
ム
の

事
務
局
を
置
き
、
市
内
全
域
を
網
羅
す
る
形
で
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
各
チ
ー
ム
に
は
、
常
勤
専
従
の

専
門
職
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
お
よ
び
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
が
チ
ー
ム

員
と
し
て
加
わ
り
、
早
期
診
断
・
早
期
対
応
に
向
け

た
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
の
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
・
啓
発
の
た
め
、
令
和
２
年
度
末
ま
で
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
14
万
４
０
０
０
人
と
す
る
こ
と
を

目
標
に
養
成
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
本
市
で
は
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
よ
り
積
極
的
に
認
知
症

の
方
の
支
援
に
関
わ
る
意
思
を
有
す
る
方
を
対
象

に
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ（
ア

ド
バ
ン
ス
）講
座
」を
実
施
し
、
受
講
者
に
は
本
市
独

自
の
ア
ド
バ
ン
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
で
の

認
知
症
の
人
の
見
守
り
や
認
知
症
カ
フ
ェ
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
養
成
や
、
か
か

り
つ
け
医
・
病
院
勤
務
医
療
従
事
者
に
対
す
る
認
知

症
対
応
力
向
上
研
修
の
実
施
、
認
知
症
の
経
過
と
経

過
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
支
援
を
一
覧
表
に
ま
と
め

た
京
都
市
版
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
普
及
・
啓
発
、
行

方
不
明
リ
ス
ク
の
高
い
方
の
事
前
相
談
・
登
録
制
度

の
運
用
や
発
見
協
力
依
頼
情
報
の
提
供
を
円
滑
に
行

う
た
め
の
「
京
都
市
認
知
症
高
齢
者
の
行
方
不
明
時

に
お
け
る
早
期
発
見
に
関
す
る
連
携
要
領
」の
運
用
、

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定
、
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族

を
支
え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
若
年
性
認
知
症
支
援
に
関
わ
る 

　
支
援
者
等
の
対
応
力
向
上

　

若
年
性
認
知
症
の
人
の
多
く
は
現
役
世
代
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
就
労
継
続
・
社
会
参
加
・
生
き
が
い
づ

く
り
等
、
若
年
性
認
知
症
の
特
質
と
課
題
を
踏
ま
え

た
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
認
知
症
全
体
の

京き
ょ
う
と都

市
長（
京
都
府
）　

門か
ど
か
わ川

大だ
い
さ
く作
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数
か
ら
見
る
と
若
年
性
認
知
症
は
少
数
で
あ
り
、
支

援
者
も
知
識
の
習
得
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
難
し

い
。
そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
若
年
性
認
知
症

に
関
す
る
医
学
的
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
本
人
や
家
族
が
た
ど
っ
た
経
過
を
ベ
ー
ス
に
、
介

護
分
野
と
障
害
分
野
で
相
互
に
活
用
で
き
る
制
度
・

サ
ー
ビ
ス
、
支
援
や
連
携
の
在
り
方
を
共
有
す
る
場

と
し
て
、「
若
年
性
認
知
症
支
援
基
礎
研
修
」を
継
続

的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
の
研
修
で
は
、
46
歳
で
若
年
性
認
知

症
と
診
断
を
受
け
た
下
坂
厚
さ
ん
（
市
内
居
住
）
が
、

受
診
か
ら
再
就
職
に
至
っ
た
事
例
を
取
り
上
げ
た
。

下
坂
さ
ん
の
場
合
、
受
診
し
た
医
療
機
関
に
在
籍
し

て
い
る
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
か
ら
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
に
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
各
関
係
機
関

が
連
携
し
て
支
援
に
関
わ
っ
た
。
現
在
は
、
市
内
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
再
就
職
し
、
介
護
職
員

と
し
て
働
い
て
お
ら
れ
る
。
実
際
に
関
わ
っ
た
支
援

機
関
の
担
当
者
等
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や

支
援
内
容
、
活
用
で
き
る
制
度
や
支
援
機
関
の
報
告

を
行
い
、
参
加
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

や
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
員
、
区
役
所
・
支
所
の
高

齢
者
福
祉
お
よ
び
障
害
者
福
祉
担
当
の
職
員
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
等
が
、
本
人
の
「
働

き
た
い
」
を
か
な
え
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
活

発
に
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
非
常
に
有
意
義
な
も

の
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
お
よ
び
29
年
度
に
は
、
障
害

者
福
祉
を
担
当
す
る
部
署
が
実
施
す
る
障
害
者
就
労

支
援
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
に
お
い
て
、
若
年
性
認

知
症
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
認
知
症
を
含
む
精
神

障
害
者
の
就
労
支
援
に
関
わ
る
専
門
職
等
に
対
し
、

若
年
性
認
知
症
に
関
す
る
知
識
の
習
得
と
就
労
支
援

の
対
応
力
向
上
を
図
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
若
年
性
認
知

症
当
事
者
と
し
て
全
国
的
に
活
動
し
て
お
ら
れ
る

丹
野
智
文
さ
ん
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
等
を
通
じ

て
、
１
日
当
た
り
76
・
１
万
人
が
利
用
す
る
市
営

地
下
鉄
や
市
営
バ
ス
を
運
行
す
る
交
通
局
の
職
員

や
、
地
域
の
安
全
を
守
る
救
急
隊
員
、
防
火
安
全

指
導
担
当
職
員
を
対
象
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
実
施
す
る
な
ど
、
公
務
の
中
で
若
年
性

認
知
症
を
含
め
た
認
知
症
の
人
に
接
す
る
機
会
の

あ
る
本
市
職
員
へ
の
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
認
知
症
の
方
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
の
土
台
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
。

　
若
年
性
認
知
症
の
本
人
や 

　
家
族
が
交
流
す
る
場
づ
く
り

　

本
市
の
若
年
性
認
知
症
の
専
門
窓
口
で
あ
る
京

都
市
長
寿
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
本

人
や
家
族
か
ら
の
相
談
対
応
や
認
知
症
に
関
す
る

各
種
研
修
等
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
本
人
同
士

が
交
流
す
る
認
知
症
カ
フ
ェ
「
オ
レ
ン
ジ
サ
ロ
ン
ひ

と
・
ま
ち
」（
以
下
、「
サ
ロ
ン
」と
い
う
）を
月
１
回

程
度
開
催
し
て
い
る
。
サ
ロ
ン
で
は
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
日
頃
の
困
り
ご
と
や
生
活
上
の
工
夫
な

ど
を
共
有
し
た
り
、
卓
球
等
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
な
ど
し
て
お
り
、
サ
ロ
ン
で
の
卓
球
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
地
域
の
卓
球
場
へ
家
族
と
出
掛
け
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た

り
と
積
極
的
に
外
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
も

お
ら
れ
る
。

若年性認知症支援基礎研修の様子
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サ
ロ
ン
に
は
、
本
人
や
家
族
、
専
門
職
、
家
族
の

会
に
加
え
て
、
前
述
の
ア
ド
バ
ン
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
若
年
性
認
知
症
の
人
の
介
護
家
族
交
流

会
」
も
定
期
的
に
開
催
し
、
介
護
者
同
士
の
交
流
を

通
じ
て
、
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る

と
と
も
に
、
介
護
の
大
変
さ
や
思
い
の
共
有
、
困
り

ご
と
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
場
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。

　

私
は
以
前
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
参
加
者
の
方
と
認

知
症
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
若
年
性
認
知
症
の
方

と
家
族
が
抱
え
る
苦
悩
や
直
面
す
る
課
題
を
直
接
お

聞
き
し
、
支
援
者
同
士
の
連
携
の
必
要
性
や
当
事
者

の
方
同
士
が
交
流
す
る
場
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　「
早
期
発
見
」
を 

　「
早
期
絶
望
の
始
ま
り
」
に
し
な
い
た
め
に

　
「
早
期
発
見
は
早
期
絶
望
の
始
ま
り
」。
前
述
の

下
坂
さ
ん
が
若
年
性
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
後
、

仲
間
と
と
も
に
立
ち
上
げ
た
魚
屋
を
退
職
し
、
就

労
や
経
済
的
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
新
た
な
生
活

を
模
索
す
る
中
で
感
じ
て
き
た
思
い
で
あ
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
現
在
、
将
来
の
不
安
は
消

え
な
い
も
の
の
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
を

通
じ
て
、
ご
自
身
も
同
じ
境
遇
の
人
の
力
に
な
れ

た
ら
と
の
前
向
き
な
思
い
を
持
ち
、
認
知
症
で
あ

る
こ
と
を
公
表
し
て
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
。

　

診
断
後
、
絶
望
に
と
ど
ま
ら
ず
な
る
べ
く
早
く

希
望
に
つ
な
が
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
機
関

が
連
携
し
な
が
ら
、
不
安
と
困
惑
の
中
に
あ
る
本

人
や
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
中
で
生

活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
支
援
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
、
行
政
や
支
援
機
関
、
地
域
全
体
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
本
人
・
家
族
の
意
見
や
思

い
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
て
施
策
に
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
認

知
症
の
方
を
支
え
る
取
り
組
み
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
有
機
的
に
結
び
付
け
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
社
会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
も
貢
献
し
て
い
く
。

※ 「
下
坂
厚
さ
ん
」
お
よ
び
「
丹
野
智
文
さ
ん
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
、
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

前職（魚屋）の経験を生かし、デイサービスで魚の解体をする下坂さん

「オレンジサロンひと・まち」で語らう若年性認知症本人や家族等
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4寄稿

「
日
本
一
住
み
や
す
い
ま
ち
・
久
留
米
」を
目
指
し
て

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
〜

　
は
じ
め
に

　

久
留
米
市
は
、
九
州
北
部
、
福
岡
県
南
西
部
に
位

置
し
、
九
州
の
中
心
都
市
で
あ
る
福
岡
市
か
ら
約
40

㎞
の
距
離
に
あ
る
人
口
約
30
万
人
を
有
す
る
中
核
都

市
で
あ
る
。

　

明
治
22
年
４
月
に
全
国
の
30
市
と
共
に
日
本
で
最

初
に
市
制
を
施
行
し
、
人
口
２
万
４
７
５
０
人
の
市

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
幾
度
の
合
併
を
行
い

市
域
が
広
が
っ
て
き
た
が
、
平
成
17
年
２
月
の

田た
ぬ
し
ま
る

主
丸
町
、
北
野
町
、
城

じ
ょ
う
じ
ま島
町
、
三み

づ
ま潴
町
と
の
１
市

４
町
合
併
に
よ
り
、
人
口
30
万
人
を
超
え
る
新
・
久

留
米
市
が
誕
生
。
平
成
20
年
４
月
に
は
、
九
州
で
は

県
庁
所
在
地
以
外
で
唯
一
の
中
核
市
と
な
っ
た
。

　

市
内
を
流
れ
る
九
州
一
の
大
河「
筑
後
川
」は
、
有

史
以
前
か
ら
度
々
氾
濫
し
、
流
域
に
大
き
な
被
害
を

与
え
た
が
、
一
方
で
、
肥ひ
よ
く沃

な
平
野
を
生
み
出
し
、

豊
か
な
穀
倉
地
帯
を
作
り
あ
げ
た
。
本
市
は
、
筑
後

川
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
筑

後
国
府
設
置
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
福
岡
県
南
地

域
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
き
て
お
り
、
現
在
も

農
業
産
出
額
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
福
岡

県
内
最
大
の
農
業
生
産
都
市
で
あ
る
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
有
馬
家
の
城
下
町
と
し
て

栄
え
、
近
代
以
降
は
久く
る
め
が
す
り

留
米
絣
の
町
か
ら
ゴ
ム
産
業

の
町
と
し
て
も
発
展
し
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
は
久
留
米

が
生
ん
だ
世
界
的
企
業
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
昭
和
３
年
に
は
九
州
医
学
専
門
学
校

（
現
在
の
久
留
米
大
学
）
が
創
立
さ
れ
、
現
在
で
は
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
医
師
数
と
医
療
機
関
が
集
積

し
た
高
度
医
療
都
市
と
な
り
、
が
ん
ワ
ク
チ
ン
研
究

な
ど
バ
イ
オ
産
業
の
集
積
も
進
ん
で
い
る
。

　
久
留
米
市
の
認
知
症
施
策
に
つ
い
て

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
令
和
２
年
３
月
１
日
現
在

で
、
27
・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
令
和
７
年
に
は
29
・
３
％
に
上
昇
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
認
知
症
の
人
も

増
加
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
30
年
３
月
に
策
定
し
た
第

７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画

で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
、
地
域
全
体
で
認
知
症
の
人
と
そ
の
家

族
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
普
及
・
啓
発
や
、
早
期
に
認
知
症
に
気

づ
き
対
応
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
普
及
・
啓
発
」と
し
て
、
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
支
援
す
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
や
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

講
師
役
で
あ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
養
成
、
認
知

症
地
域
予
防
講
演
会
の
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
に
関
す
る
こ

と
や
早
期
発
見
の
目
安
、
地
域
の
相
談
窓
口
や
医
療

機
関
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
た『
認
知
症
支
援
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
作
製
し
、
元
気
な
状
態
か
ら
重
度
に
至
る

ま
で
認
知
症
の
途
切
れ
な
い
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
市

民
か
ら
も
非
常
に
好
評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
認
知
症
に
早
期
に
気
づ
き
対
応
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
」
と
し
て
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
対
応
業
務
等
を
行
う
『
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
』
を
市
内
11
圏
域
の
地
域
包
括
支
援

久く

る

め
留
米
市
長（
福
岡
県
）　

大お

お

く

ぼ

久
保　

勉
つ
と
む
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セ
ン
タ
ー
へ
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
医
療
や
介
護
を

受
け
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
中
断
し
て
い
る
認
知
症

の
人
に
対
し
て
、
多
職
種
の
専
門
職
で
構
成
す
る

『
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
』
が
支
援
を
行
い
、

早
期
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

も
の
わ
す
れ
予
防
検
診
や
認
知
症
予
防
講
座
で
の

認
知
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
よ
り
、
認
知
症
に
早

期
に
気
づ
き
対
応
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
も
併
せ
て

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
へ
の
支
援
」と
し

て
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど
が
集
う
場
で

あ
る『
認
知
症
カ
フ
ェ
』へ
の
支
援
や
、
介
護
に
関
す

る
不
安
や
悩
み
を
相
談
で
き
る
『
認
知
症
介
護
電
話

相
談
』の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
大
学
と
連
携
し
て
実
施
す
る 

　「
も
の
わ
す
れ
予
防
検
診
」

　

本
市
に
あ
る
久
留
米
大
学
は
、
認
知
症
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
り
、
久

留
米
大
学
病
院
は
地
域
型
の
福
岡
県
認
知
症
医
療
セ

ン
タ
ー
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
19
年
度
に
は
、
大
学
の
事
業
と
し
て
、
認
知

症
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
目
的
に
「
も

の
わ
す
れ
予
防
検
診
」
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

市
と
連
携
し
て
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で

は
、
年
間
５
回
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
の
わ
す
れ
予
防
検
診
で
は
、
ミ
ニ
講
話
、
認
知

機
能
の
簡
易
検
査
、
眼
球
運
動
検
査
、
脳
血
流
検
査
、

嗅
覚
・
聴
覚
検
査
、
体
組
成
と
運
動
機
能
、
う
つ
な

ど
の
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
も
含
め
た
総
合
的
な
判
定
を
医
師
が
行
い
、
健
常

群
、
中
間
群
、
認
知
症
の
疑
い
群
の
三
つ
に
分
類
す

る
。
最
後
に
、
医
師
や
看
護
師
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
同
席
し
、
受
診
者
へ
検
査
結
果
の
説
明

を
行
い
、
相
談
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
か
か
り

つ
け
医
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
専
門
医
へ
の
受
診

紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
に
無
料
検
診
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で

早
期
発
見
、
早
期
対
応
の
ほ
か
、
介
護
予
防
の
事
業

を
案
内
す
る
な
ど
、
認
知
症
予
防
へ
の
啓
発
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
を
対
象
に

実
施
し
て
お
り
、
大
変
市
民
に
好
評
で
、
募
集
開
始

後
す
ぐ
に
定
員
に
達
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
令
和
元
年
度
に
は
、
認
知
症
が
疑
わ

れ
る
が
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
希
望
し
な
い
方
に
つ

い
て
の
受
診
者
枠
を
作
り
、
積
極
的
に
検
診
へ
つ
な

ぐ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
、「
認
知
症
予
防
講
座
」参
加

者
の
中
で
、
認
知
機
能
低
下
が
認
め
ら
れ
る
方
を

「
も
の
わ
す
れ
予
防
検
診
」の
受
診
へ
つ
な
ぎ
、
段
階

的
に
早
期
発
見
、
早
期
対
応
で
き
る
仕
組
み
と
し
て

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
支
援
事
業

　

本
市
で
は
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
事
業
の
ほ
か
に

も
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

　

平
成
10
年
に
は
、
警
察
や
消
防
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
防
犯
協
会
連
合

会
、
タ
ク
シ
ー
協
会
、
バ
ス
事
業
者
等
で
構
成
す
る

「
久
留
米
市
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
」
を
設
置
し
、
認
知
症
等
に
よ
り
行
方
が
分
か
ら

な
い
人
が
出
た
場
合
に
は
、
構
成
団
体
等
が
発
見
、

保
護
に
協
力
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
齢
者
等
の
情
報
を
事
前
に
登
録
し
、

行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
登
録
さ
れ

た
情
報
を
基
に
捜
索
協
力
を
行
う
こ
と
で
、
速
や
か

な
発
見
・
保
護
等
に
つ
な
げ
る
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん

登
録
制
度
」を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
行
方
不
明
に
な
る
可
能
性
が
高
い
高
齢
者

等
の
早
期
発
見
、
事
故
防
止
に
つ
な
げ
る
た
め
、
行

方
不
明
に
な
る
場
合
に
備
え
る
位
置
情
報
検
索
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
を
助
成
し
、
家
族
等
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
30
年
10
月
よ
り
認
知
症
高

齢
者
等
支
援
事
業
と
し
て
、
認
知
症
高
齢
者
等
個
人

賠
償
責
任
保
険
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
19
年
に
愛
知
県
大
府
市
で
認
知
症

高
齢
者
が
列
車
に
衝
突
し
て
死
亡
し
、
そ
の
遺
族
が

鉄
道
会
社
よ
り
損
害
賠
償
請
求
を
求
め
ら
れ
た
事
件

が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
認
知
症
高
齢
者
が
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
に
、
責
任
が
家
族
に
及
ぶ
可
能
性
が

あ
る
が
、
公
的
な
支
援
が
な
い
状
況
を
解
消
す
る
た

め
に
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
け
る
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任

保
険
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
、
在
宅
で
生

活
す
る
上
で
の
経
済
的
・
精
神
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
認
知
症
の
人
を
被
保

険
者
と
し
た
保
険
に
久
留
米
市
が
加
入
す
る
も
の
と

し
て
い
る
。
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被
保
険
者
は
、
次
の
三
つ
の
要
件
を
全
て
満
た
す

も
の
と
し
て
い
る
。

（
１
） 「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
登
録
制
度
」に
登
録
さ
れ
て

い
る
40
歳
以
上
の
方

（
２
） 久
留
米
市
に
居
住
し
、
在
宅
生
活
し
て
い
る
方

（
３
） 要
介
護
認
定
に
お
け
る
認
知
症
高
齢
者
の
「
日

常
生
活
自
立
度
」が
Ⅱ
ａ
以
上
で
あ
る
方

　

保
険
で
は
、
被
保
険
者
が
他
人
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ

た
り
、
他
人
の
財
物
を
壊
し
た
り
す
る
な
ど
、
法
律

上
の
損
害
賠
償
を
負
う
場
合
に
備
え
る
も
の
と
し
て

い
る
。
補
償
金
額
は
、
事
故
１
件
当
た
り
最
大
３
億

円
と
し
て
い
る
が
、
補
償
対
象
は
、
個
人
賠
償
責
任

の
み
で
あ
り
、
被
保
険
者
自
身
の
死
亡
・
障
害
の
補

償
は
な
い
と
し
た
こ
と
で
、
保
険
料
が
安
価
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
２
月
末
現
在
で
、
２
１
３
人
が
加
入
さ

れ
て
お
り
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
際
の

早
期
発
見
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
登

録
制
度
」
へ
の
加
入
を
前
提
と
し
た
制
度
と
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
登
録
者
数
も
増
え
て
お
り
、
認
知
症

の
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
際
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
へ
の
仕
組
み
の
普
及
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
の
周
知
を
行
う
中
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
、
地
域
で
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
改
め
て
認
知
症

の
人
へ
の
対
応
な
ど
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ

て
お
り
、
認
知
症
の
人
へ
の
理
解
も
進
ん
で
い
る
も

の
と
感
じ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
、
幸
い
な
こ
と
に
補
償
し

た
実
績
は
な
い
。

　
今
後
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
６
月
に
は
、「
認
知
症
施
策

推
進
大
綱
」
が
認
知
症
施
策
推
進
関
係
閣

僚
会
議
で
定
め
ら
れ
た
。
大
綱
の
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、『
認
知
症
の
発
症
を

遅
ら
せ
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を

持
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る
社
会
を
目

指
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
の
視
点
を
重

視
し
な
が
ら
、「
共
生
」と「
予
防
」を
車
の

両
輪
と
し
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
』
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る「
共
生
」は
、
認
知
症
の
人

が
尊
厳
と
希
望
を
持
っ
て
認
知
症
と
と
も
に
生
き

る
、
ま
た
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
同
じ
社

会
で
と
も
に
生
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
現
在

で
も
、「
認
知
症
は
恥
ず
か
し
い
」と
い
う
偏
見
や「
認

知
症
を
発
症
し
た
ら
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

誤
っ
た
思
い
込
み
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
予
防
」は
、
認
知
症
に
な
る
の
を
遅
ら
せ

る
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
こ

と
で
あ
り
、
認
知
症
予
防
に
資
す
る
可
能
性
の
あ
る

活
動
と
し
て
、
運
動
不
足
の
解
消
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
、
社
会
参
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
進
め
て
い
る
ス
テ
ッ
プ
運
動
や
口
腔
機
能

向
上
等
の
介
護
予
防
教
室
、
地
域
で
の
介
護
予
防
活

動
に
対
し
て
の
専
門
講
師
の
派
遣
な
ど
の
介
護
予
防

事
業
も
、
認
知
症
予
防
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
充
実
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
な
ら
な
く
て
も
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
久
留
米
市
を
目
指
し
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
く
と
と
も

に
、
市
民
自
ら
が
介
護
予
防
活
動
や
社
会
参
加
に
主

体
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
促
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
地
域
全
体
で
の
認
知
症
予
防
の
活
動
に

取
り
組
み
、
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
日

本
一
住
み
や
す
い
ま
ち
・
久
留
米
」
を
実
現
し
て
ま

い
り
た
い
。


